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大学生における「ごまかし勉強」と授業特性の関連

中田明里（滋賀大学）

キーワード：大学生，授業，ごまかし勉強

問題と目的

近年，大学生において単位取得や就職に向けた

成績取得などの外発的要因から学習を行う者の姿

が示唆されている。こうした姿を藤澤（ ）は，

意味理解を伴った知識の習得ではなく，見せかけ

の学力を形成する「ごまかし勉強」と概念化した。

中田（ ）でも大学生による同様の履修行動が

存在していることが示された。

本研究では大学授業科目における「ごまかし勉

強」の尺度を作成し，学習者自身に選択の余地が

ある場合の履修行動と授業特性の関連を検討する。

方 法

調査の概要

調査は質問紙法で行った。国立大学教員養成学

部の 年次生配当必修科目の授業時間内で実施し，

受講生 名（うち女性は 名）から即日回収

の形で回答を得た。調査時期は 年 月下旬。

調査の内容

履修行動の測定には，最も高い学習意欲を持っ

て受講できた科目①と学習意欲が低かった科目②

を想起させ，それぞれについて ・ の両サイドに

対照的な履修行動を配置した自作の 項目に「

だった」～「 だった」の 件法で評定させた。

授業特性の測定には上記の 科目について，伊

田（ ）の課題価値測定尺度を参考に作成した

項目に「 ．あてはまる」～「 あてはまらな

い」の 件法で評定させた。大学満足度の測定は，

自作の 項目に同上の 件法で評定させた。

結果と考察

大学満足度設問において第 因子「学業不適応

因子」（α ）内の 項目全てに「ややあては

まる」以上に回答した 名を，学力が不十分なた

めに「ごまかし勉強」を使用せざるを得ないケー

スであるとして分析から除外した。

履修行動の評定平均を算出し，「ごまかし勉強」

の多少で 群に分けると，科目①で 群でも，

科目②の結果にばらつきが見られた（ ）。

ｔ検定を行うと，科目①②間に有意差が見られた

ことから（ ＝ ），履修行動の

差は授業特性に要因があると考えられる。
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次に，科目②の授業特性の項目を以下の 因子

に分けその因子得点を得た。

Ⅰ 有用性因子（α＝ ）「この科目は就職後

に毎日の仕事に役立つ内容だった。」など

Ⅱ 多人数受講因子（α＝ ）「この科目は受

講生が多かった。」など

Ⅲ 平常点重視因子（α＝ ）「この科目は授

業中，グループワークが多かった。」など

Ⅳ 労力要求因子（α＝ ）「この科目は小テ

ストや課題が頻繁にあった。」など

上記 名と 名の間で授業特性の 因子得点

を比較したところ（ ），有用性で差が見ら

れたことから（ （ ）＝ ， ），学習

者に授業の有用性を感じさせることができれば

「ごまかし勉強」使用の抑制になると考えられる。

① ② ① ②

科目②授業特性の 群間比較
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大学院生の出来事への認知的評価とレジリエンスとの
相互関係について

―トランスアクショナル・モデルを基にした検討―

○ （早稲田大学） 小倉正義（鳴門教育大学）

キーワード：認知的評価，レジリエンス，相互関係

問題と目的

ストレスにかかるトランスアクショナル・モデ

ルでは，先行条件のストレッサー，それに対する

認知的評価，コーピング，ストレス反応，再評価

という過程が考えられている (Lazarus & Folkman, 
1984)。ところで，プレッシャーがかかる出来事と

出会う前に，精神的健康と関わる心理的特性や能

力を養成することは重要である。多くの研究でレ

ジリエンスと精神的健康との関連が検証されてい

るため (長内・古川, 2004 など) ，本研究ではレジ

リエンスに着目する。レジリエンスの定義や概念

に関する見解は多様であるが，本研究では「人が

ストレッサーを経験しても心理的な健康状態を維

持することと，陥った不適応状態を一時的なこと

として乗り越え，健康状態へ回復していく力や過

程」 (小塩・中谷・金子・長峰, 2002; 石毛・無藤,
2005; 齊藤・岡安, 2011) とする。

これまでトランスアクショナル・モデルの認知

的評価とレジリエンスの経時的な変化に関して検

討した研究はほとんどない。人は新たな情報を得

ることで再評価を行うため，認知的評価には変化

が生じる可能性があり，この変化はレジリエンス

の成長を促す可能性がある。そこで本研究では，

ストレスにかかるトランスアクショナル・モデル

の認知的評価とレジリエンスの経時的な相互関係

を検討する。なお，本研究では大学院生を対象に

したため，大学院生にとって比較的負荷が高い修

士論文の構想発表会をイベントとした。

方 法

調査時期：2018 年 6 月から 7 月に。3 時点での調

査を行なった。

調査対象者：X 県内 Y 大学の大学院生 22 名（男

性 5 名，女性 17 名，平均年齢 25.81 歳±7.66）を

分析対象とした。研究目的や負担の説明，プライ

バシー保護など，倫理的な側面での配慮を祷文に

行った。 

調査内容：①基本属性，②認知的評価尺度 (三浦・

上里, 1999)，③レジリエンス尺度 (鄧, 2016)。
結果と考察

3 回調査の平均年齢±標準偏差を Table 1 に示し

た。また，認知的評価とレジリエンスの双方向の

因果関係を含む交差遅延効果モデルの適合度は良

好であった (χ2 (2) = 1.221, p = .543, n.s., GFI 
= .981, AGFI = .804, RMR = .002, AIC = 39.221, 
RMSEA = .000, Figure 1)。

「認知的評価」の Wave 1 から Wave 2 ( β = .37, p
= .073)，Wave 2 から Wave 3 ( β = .55, p < . 001)，「レ

ジリエンス」の Wave 1 から Wave 2 ( β = .93, p
< .001)，Wave 2 から Wave 3 ( β = .93, p < . 001) へ
の係数は高い値を示した。また，「認知的評価

（Wave 1）→レジリエンス（Wave 3）」の係数が有

意であり ( β = .19, p = .001, p < .01)，1 ヶ月前の

「認知的評価」は 1 ヶ月後の「レジリエンス」に

正の影響を及ぼすことが示された。このことから，

1 ヶ月前の認知的評価が高いほど，1 ヶ月後のレジ

リエンスは高い傾向にあるといえる。そのため，

ストレッサーとして評価されやすい出来事に対し，

出来事に関する認知的評価が固着される前に支援

を行い，出来事に関する情報の提供や対処法の獲

得を支援することでレジリエンスを成長させるこ

とが可能だと考える。

年齢 全体 データ

M SD M SD M SD 無記入 回収率 有効率

Wave 1 22.88 (8) 1.05 25.81 (21) 7.66 24.00 (1) 0 2人 100% (34) 94.12% (32)

Wave 2 23.00 (7) 1.15 26.11 (19) 7.99 0 0 1人 76.47% (26) 100% (26)

Wave 3 22.75 (5) 0.83 26.53 (17) 8.34 0 0 1人 67.65% (23) 95.65% (22)

N  = 34

( ) 内は該当人数

Table 1　3回調査の調査協力者の平均年齢，そのSDと調査用紙の回収率および有効率

男性 女性

データ有効率：(回収した数 - データ欠損ありの数) / 回収した数

他
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